
 

 

 
「因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏」で ACP の啓発活動を展開します 

～生き方を支援する終活支援ノート「わたしの心づもり」を作成～ 
 

 

 

 本市では、地域包括ケアシステムの構築に向けた施策の一つとして、

「在宅医療・介護連携の推進」に取り組んでおり、その一環として、この度

「因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏」の１市５町が連携して、終活支

援ノート『わたしの心づもり』を作成しました。 

 

【目 的】 

人生の最終段階における医療・介護についてあらかじめ話し合い、ま

た繰り返し話し合うことの必要性を理解していただき、※ＡＣＰ（アドバ

ンス・ケア・プランニング）を実践する活動につなげていくことを

目的としています。 

 

【作成部数】 ５千部（平成３０年度分） 

民間提案事業として全国的に事例を展開中＝広告料収入で作成（自治体の費用負担なし） 

 

【本案件の特徴】 

●複数の市町が共同（連携中枢都市圏）した取り組みは全国的に 

珍しい取り組みです。 

●繰り返し話し合った気持ちが残せるよう、もしもの時の医療や介護 

のページを３回分作成しました。 

●ＡＣＰ啓発パンフレット（さいごまで自分らしく 豊かな人生のため 

のわたしたちの心づもり）と併せた活用で、啓発効果を高めます。 

 

【活用の方法】 

●保健師等による健康づくりや介護予防などの出前講座 

●東部地区在宅医療介護連携推進協議会の住民啓発学習会 等 

  でＡＣＰの啓発と併せて配布します。 
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※ACP(Advance Care Planning)とは：人生の最終段階の医療やケアについて、本人が家族等や医療・ケアチ

ームと事前に繰り返し話し合うプロセスのこと。 


